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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源が発する光量を制御する光源制御部と、
　画像データを入力する入力部と、
　前記入力部に入力された画像データの特徴量に基づいて、前記光源の設定光量を取得す
る光量取得部と、
　前記設定光量に基づいて補正値を取得する補正値取得部と、
　前記補正値取得部が取得した前記補正値を用いて前記設定光量を補正する補正部と、を
備え、
　前記補正値取得部は、前記補正値を求める係数として、前記補正値を小さい値に変更す
る第１の係数と、前記補正値を大きい値に変更する第２の係数とを有し、
　前記設定光量が第１のしきい値以下である場合に、前記補正値取得部が既に求めた前記
補正値に前記第１の係数を適用して前記補正値を求め、前記設定光量が第２のしきい値以
上である場合に、前記補正値取得部が既に求めた前記補正値に前記第２の係数を適用して
補正値を求め、
　前記光源制御部は、前記補正部により補正された前記設定光量に基づき前記光源の光量
を制御する、
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
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　前記補正値取得部は、前記光源の温度と出力光量の特性とに対応する前記補正値を求め
る、ことを特徴とする請求項１記載のプロジェクター。
【請求項３】
　前記補正値取得部は、前記設定光量が前記第１のしきい値よりも大きく、前記第２のし
きい値よりも小さい場合に、前記補正値取得部が既に求めた前記補正値を、前記設定光量
を補正する前記補正値として選択する、ことを特徴とする請求項１又は２記載のプロジェ
クター。
【請求項４】
　前記第１の係数は、前記光源の温度の低下特性に対応する係数であり、前記第２の係数
は、前記光源の温度の上昇特性に対応する係数である、ことを特徴とする請求項１から３
のいずれかに記載のプロジェクター。
【請求項５】
　前記補正値取得部は、所定の条件が成立した場合に、前記補正値を事前に設定された値
に変更すること、を特徴とする請求項１から４のいずれかに記載のプロジェクター。
【請求項６】
　光源と、
　前記光源が発する光量を制御する光源制御部と、
　画像データを入力する入力部と、
　前記入力部に入力された画像データの特徴量に基づいて、前記光源の設定光量を取得す
る光量取得部と、
　前記設定光量に基づいて補正値を取得する補正値取得部と、
　前記補正値取得部が取得した前記補正値を用いて前記設定光量を補正する補正部と、を
備え、
　前記補正値取得部は、前記設定光量の平均値に基づいて前記補正値を求め、
　前記光源制御部は、前記補正部により補正された前記設定光量に基づき前記光源の光量
を制御する、ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項７】
　前記入力部に入力された画像データの前記特徴量に基づいて、前記画像データの輝度の
範囲を変更する輝度伸長処理に使用する伸長率を算出する伸長率算出部と、
　前記伸長率算出部が算出した伸長率を用いて、前記画像データに対し前記輝度伸長処理
を行う伸長処理部と、
　を備えることを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載のプロジェクター。
【請求項８】
　前記補正値を記憶する記憶部を備え、
　前記補正値取得部は、前記設定光量に対応する前記補正値を前記記憶部から取得する、
ことを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載のプロジェクター。
【請求項９】
　プロジェクターの備える光源の光量を制御する光源制御方法であって、
　入力された画像データの特徴量に基づいて、前記光源の設定光量を取得するステップと
、
　前記設定光量に基づいて補正値を取得するステップと、
　前記補正値を用いて前記設定光量を補正するステップと、
　補正された前記設定光量に基づき前記光源の光量を制御するステップと、を有し、
　前記補正値を取得するステップは、
　前記設定光量が第１のしきい値以下である場合に、既に求めた前記補正値に、前記補正
値を小さい値に変更する第１の係数を適用して前記補正値を求め、前記設定光量が第２の
しきい値以上である場合に、既に求めた前記補正値に、前記補正値を大きい値に変更する
第２の係数を適用して補正値を求める、ことを特徴とする光源制御方法。
【請求項１０】
　プロジェクターの備える光源の光量を制御する光源制御方法であって、
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　入力された画像データの特徴量に基づいて、前記光源の設定光量を取得するステップと
、
　前記設定光量に基づいて補正値を取得するステップと、
　前記補正値を用いて前記設定光量を補正するステップと、
　補正された前記設定光量に基づき前記光源の光量を制御するステップと、を有し、
　前記補正値を取得するステップは、前記設定光量の平均値に基づいて前記補正値を求め
る、こと特徴とする光源制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクター、及び、光源制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プロジェクターには、表示する画像の輝度に応じて光源から射出される光の明る
さを制御する調光処理を行うものが知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献
１の画像表示装置は、表示される画像データの輝度の特徴を示す画像特徴量を算出し、算
出した画像特徴量に基づき調光素子を制御する調光係数を決定し、決定した調光係数に基
づいて調光素子を制御する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－４１５３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、光源が発する光の光量は、光源の温度等の影響で変化することがある。この
ような場合、プロジェクターが発する光の光量は、光源の特性と、調光による変化との両
方が加味された明るさとなってしまい、安定した光量とならない可能性があった。
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、光源の温度特性等の影響に対応して、
プロジェクターが出力する光量を適切に制御することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために本発明のプロジェクターは、光源と、前記光源が発する光量
を制御する光源制御部と、画像データを入力する入力部と、前記入力部に入力された画像
データの特徴量に基づいて、前記光源の設定光量を取得する光量取得部と、前記設定光量
に基づいて補正値を取得する補正値取得部と、前記補正値取得部が取得した前記補正値を
用いて前記設定光量を補正する補正部と、を備え、前記光源制御部は、前記補正部により
補正された前記設定光量に基づき前記光源の光量を制御することを特徴とする。
　本発明によれば、光量取得部が取得した光源の設定光量が、補正値取得部が取得した補
正値により補正される。このため、光源が出力する光量が温度特性等の影響によって変化
する場合であっても、光源が出力する光量を適切に制御することができる。
【０００６】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値取得部は、前記光源の温度
と出力光量の特性とに対応する前記補正値を求めることを特徴とする。
　本発明によれば、光量取得部が取得した光源の設定光量を、光源の温度と出力光量の特
性とに対応する補正値を用いて補正することができる。従って、光源の温度特性等に対応
した補正値を用いて設定光量を補正することができ、プロジェクターが出力する光量を適
切に制御することができる。
【０００７】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値取得部は、前記補正値を求
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める係数として、前記補正値を小さい値に変更する第１の係数と、前記補正値を大きい値
に変更する第２の係数とを有し、前記設定光量に基づき前記第１の係数又は前記第２の係
数のいずれか一方を選択し、選択した前記第１の係数又は前記第２の係数を用いて前記補
正値を求めることを特徴とする。
　本発明によれば、光量取得部が取得した設定光量に基づいて第１の係数又は第２の係数
が選択され、選択された第１の係数又は第２の係数を用いて補正値が求められる。従って
、光量取得部が取得した設定光量に基づいて補正値を変更する係数を選択し、選択した係
数により補正値を補正することができる。
【０００８】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値取得部は、前記設定光量が
第１のしきい値以下である場合に、前記補正値取得部が既に求めた前記補正値に前記第１
の係数を適用して前記補正値を求め、前記設定光量が第２のしきい値以上である場合に、
前記補正値取得部が既に求めた前記補正値に前記第２の係数を適用して補正値を求めるこ
とを特徴とする。
　本発明によれば、補正値取得部が既に求めた補正値を、設定光量に基づいて選択した第
１の係数又は第２の係数を適用して補正する。従って、補正値を最適に補正して、画像の
明るさの急激な変化を抑制することができる。
【０００９】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値取得部は、前記設定光量が
前記第１のしきい値よりも大きく、前記第２のしきい値よりも小さい場合に、前記補正値
取得部が既に求めた前記補正値を、前記設定光量を補正する前記補正値として選択するこ
とを特徴とする。
　本発明によれば、設定光量が第１のしきい値よりも大きく、第２のしきい値よりも小さ
い場合に、補正値として、補正値取得部が既に求めた補正値が選択される。従って、補正
値として最適な値を選択して、画像の明るさの急激な変化を抑制することができる。
【００１０】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記第１の係数は、前記光源の温度の
低下特性に対応する係数であり、前記第２の係数は、前記光源の温度の上昇特性に対応す
る係数であることを特徴とする。
　本発明によれば、光量取得部が取得した設定光量を、光源の温度の上昇特性又は低下特
性に対応した係数により補正することができる。従って、光源の温度特性等に対応した補
正値を用いて設定光量を補正することができ、プロジェクターが出力する光量を適切に制
御することができる。
【００１１】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値取得部は、所定の条件が成
立した場合に、前記補正値を事前に設定された値に変更することを特徴とする。
　本発明によれば、所定の条件が成立した場合に、補正値を事前に設定された値に変更さ
れる。従って、例えば、光源の温度が急激に変化する場合であっても、補正値を光源の温
度変化に対応した値に補正することができる。
【００１２】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値取得部は、前記設定光量の
平均値に基づいて前記補正値を求めることを特徴とする。
　本発明によれば、設定光量の平均値に基づいて補正値が設定される。従って、画像デー
タの急激な変化の影響を低減して、補正値を適切な値に設定することができる。
【００１３】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記入力部に入力された画像データの
前記特徴量に基づいて、前記画像データの輝度の範囲を変更する輝度伸長処理に使用する
伸長率を算出する伸長率算出部と、前記伸長率算出部が算出した伸長率を用いて、前記画
像データに対し前記輝度伸長処理を行う伸長処理部とを備えることを特徴とする。
　本発明によれば、画像データの輝度範囲を伸長する伸長処理を行うことができる。
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【００１４】
　また、本発明は、上記プロジェクターにおいて、前記補正値を記憶する記憶部を備え、
前記補正値取得部は、前記設定光量に対応する前記補正値を前記記憶部から取得すること
を特徴とする。
　本発明によれば、設定光量に対応する補正値を記憶部から取得することができる。従っ
て、補正値を算出する手間を軽減することができる。
【００１５】
　本発明の光源制御方法は、プロジェクターの備える光源の光量を制御する光源制御方法
であって、入力された画像データの特徴量に基づいて、前記光源の設定光量を取得するス
テップと、前記設定光量に基づいて補正値を取得するステップと、前記補正値を用いて前
記設定光量を補正するステップと、補正された前記設定光量に基づき前記光源の光量を制
御するステップと、を有することを特徴とする。
　本発明によれば、光源の設定光量を取得し、取得した設定光量に基づいて補正値を取得
し、取得した補正値に基づいて設定光量を補正する。従って、光源の温度特性等の影響に
対応して、プロジェクターが出力する光量を適切に制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】プロジェクターの構成を示すブロック図。
【図２】プロジェクターの機能を模式的に示す図。
【図３】プロジェクターの動作を示すフローチャート。
【図４】特徴量取得部の処理について示す説明図。
【図５】伸長率ＬＵＴの一例を示す説明図。
【図６】光源部の光源の温度変化による出力特性の変化を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
［第１実施形態］
　図１は、第１実施形態のプロジェクター１００の構成を示すブロック図である。
　プロジェクター１００は、パーソナルコンピューターや各種映像プレーヤー等の外部の
画像供給装置２００に接続され、画像供給装置２００から供給される画像信号に基づく画
像を投射対象に投射する装置である。
　画像供給装置２００には、ビデオ再生装置、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）再生装
置、テレビチューナー装置、ＣＡＴＶ（Cable television）のセットトップボックス、ビ
デオゲーム装置等の映像出力装置、パーソナルコンピューター等を用いることができる。
　また、投射対象は、建物や物体など、一様に平らではない物体であってもよいし、スク
リーンＳＣや、建物の壁面等の平らな投射面を有するものであってもよい。本実施形態で
は平面のスクリーンＳＣに投射する場合を例示する。
【００１８】
　プロジェクター１００は、画像供給装置２００に接続するインターフェイスとして、画
像入力インターフェイス部（以下、画像入力Ｉ／Ｆ部と略記する）１５１を備える。
　画像入力Ｉ／Ｆ部１５１は、ケーブルを接続するコネクター及びインターフェイス回路
（いずれも図示略）を備え、ケーブルを介して接続された画像供給装置２００から供給さ
れる画像信号を入力する。画像入力Ｉ／Ｆ部１５１は、入力された画像信号を画像データ
（以下、画像データＤ１と表記する）に変換し、画像処理部１５３に出力する。
　画像入力Ｉ／Ｆ部１５１が備えるインターフェイスは、例えば、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登
録商標）、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ等のデータ通信用のインターフェイスであってもよ
い。また、画像入力Ｉ／Ｆ部１５１のインターフェイスは、ＭＨＬ（登録商標）、ＨＤＭ
Ｉ（登録商標）、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ等の画像データ用のインターフェイスであって
もよい。
　また、画像入力Ｉ／Ｆ部１５１は、コネクターとして、アナログ映像信号が入力される
ＶＧＡ端子や、デジタル映像データが入力されるＤＶＩ（Digital Visual Interface）端
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子を備える構成であってもよい。さらに、画像入力Ｉ／Ｆ部１５１は、Ａ／Ｄ変換回路を
備え、ＶＧＡ端子を介してアナログ映像信号が入力された場合、Ａ／Ｄ変換回路によりア
ナログ映像信号を画像データＤ１に変換し、画像処理部１５３に出力する。
【００１９】
　プロジェクター１００は、大きく分けて光学的な画像の形成を行う表示部１１０と、表
示部１１０により表示される画像を電気的に処理する画像処理系とを備える。
　まず、表示部１１０について説明する。表示部１１０は、光源部１１１、光変調装置１
１２及び投射光学系１１３を備える。光源部１１１は、本発明の「光源」に相当する。
【００２０】
　光源部１１１は、パルス信号により輝度をＰＷＭ制御可能な固体光源を備える。固体光
源には、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の発光素子やレーザー素子を用いた光源を用
いることができる。光源部１１１は、固体光源（以下、簡単に光源という）から射出され
る光を走査させる光走査素子や、出射光の光学特性を高めるためのレンズ群を備える構成
としてもよい。
　光源部１１１は、光源駆動部１２１により駆動される。光源駆動部１２１は、ＰＷＭ（
Pulse Width Modulation）設定部１２１１と、ＰＷＭ信号生成部１２１２とを備え、内部
バス１８０に接続される。
　光源駆動部１２１は、制御部１７０から入力される制御信号に従って不図示の光源ドラ
イバーを制御し、光源部１１１の光源をＰＷＭ制御する。これにより、光源の点灯及び消
灯が制御され、光源の光量を調整する光源調光が実施される。
　ＰＷＭ設定部１２１１は、制御部１７０から入力される制御信号に従って、パルス周波
数を指定するＰＷＭ周波数信号と、パルス幅を指定するオン期間指定信号とを生成し、Ｐ
ＷＭ信号生成部１２１２に出力する。ＰＷＭ信号生成部１２１２は、ＰＷＭ設定部１２１
１から入力されるＰＷＭ周波数信号及びオン期間指定信号に従って、光源を点灯させるパ
ルスを有するＰＷＭ信号を生成し、光源ドライバーに出力する。
【００２１】
　光変調装置１１２は、後述する光変調装置駆動部１２２によって駆動され、光源部１１
１が発した光を変調して画像光を生成し出力する。
　光変調装置１１２の具体的な構成としては、例えば、赤色（以下、Ｒと表記する）、緑
色（以下、Ｇと表記する）及び青色（以下、Ｂと表記する）の各色に対応した３枚の透過
型又は反射型の液晶ライトバルブを用いた方式を用いた方式により構成される。また、光
変調装置１１２は、３枚のデジタルミラーデバイス（ＤＭＤ）を用いた方式等により構成
してもよい。また、光変調装置１１２は、光源部１１１が発した白色光に含まれる光のう
ちＲＧＢの光を透過するカラーホイールと、１枚のデジタルミラーデバイスとを組み合わ
せたＤＭＤ方式を採用してもよい。本実施形態では、光変調装置１１２は、ＲＧＢの３つ
の色光にそれぞれ対応する３つの液晶ライトバルブを備える。各液晶ライトバルブは、一
対の透明基板間に液晶が封入された液晶パネルを備える。
【００２２】
　光変調装置１１２は、光変調装置駆動部１２２により駆動される。光変調装置駆動部１
２２は、内部バス１８０に接続される。
　光変調装置駆動部１２２は、後述する画像処理部１５３から入力される表示画像信号に
基づいて光変調装置１１２を駆動し、液晶パネルの各画素に、表示画像信号に応じた駆動
電圧を印加して各画素の光透過率を制御する。これにより、光源部１１１から射出された
光が画像光に変調される。光変調装置１１２により変調されたＲＧＢの各画像光は、クロ
スダイクロイックプリズム（図示略）により合成され、投射光学系１１３に導かれる。
【００２３】
　投射光学系１１３は、光変調装置１１２で生成された画像光をスクリーンＳＣに投射し
て結像させるためのレンズ群等（図示略）を備える。また、投射光学系１１３は、モータ
ー（図示略）によりレンズ群を駆動して、ズーム、フォーカス及び絞り等の調整を行う。
【００２４】
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　プロジェクター１００の本体には、ユーザーが操作を行うための各種スイッチ及びイン
ジケーターランプを備えた操作パネル１３１が配置される。操作パネル１３１は、入力処
理部１３３に接続される。入力処理部１３３は、制御部１７０の制御に従い、プロジェク
ター１００の動作状態や設定状態に応じて操作パネル１３１のインジケーターランプを点
灯又は点滅させる。操作パネル１３１のスイッチが操作されると、操作されたスイッチに
対応する操作信号が入力処理部１３３から制御部１７０に出力される。
　また、プロジェクター１００は、ユーザーが使用するリモコン５を有する。リモコン５
は各種のボタンを備えており、これらのボタンの操作に対応して赤外線信号を送信する。
プロジェクター１００の本体には、リモコン５が発する赤外線信号を受光するリモコン受
光部１３２が配置される。リモコン受光部１３２は、リモコン５から受光した赤外線信号
をデコードして、リモコン５における操作内容を示す操作信号を生成し、制御部１７０に
出力する。
【００２５】
　プロジェクター１００は、無線通信部１３５を備える。無線通信部１３５は、内部バス
１８０に接続される。無線通信部１３５は、図示しないアンテナやＲＦ（Radio Frequenc
y）回路等を備え、制御部１７０の制御の下、外部の装置との間で無線通信を実行する。
無線通信部１３５の無線通信方式は、例えば無線ＬＡＮ（Local Area Network）、Blueto
oth（登録商標）、ＵＷＢ（Ultra Wide Band）、赤外線通信等の近距離無線通信方式、又
は携帯電話回線を利用した無線通信方式を採用できる。
【００２６】
　プロジェクター１００の画像処理系は、プロジェクター１００を制御する制御部１７０
を中心に構成され、この他に、画像処理部１５３、フレームメモリー１５５及び記憶部１
６０を備える。制御部１７０、画像処理部１５３及び記憶部１６０は、内部バス１８０に
接続される。
【００２７】
　画像処理部１５３は、画像信号処理部１５３１と、輝度伸長処理部１５３２とを備える
。画像信号処理部１５３１は、制御部１７０の制御に従って、画像入力Ｉ／Ｆ部１５１か
ら入力される画像データＤ１をフレームメモリー１５５に展開し、展開した画像データＤ
１に対して画像処理を実行する。画像信号処理部１５３１が実行する画像処理には、例え
ば、解像度変換（スケーリング）処理、フレームレート変換処理、形状補正処理、ズーム
処理、色調補正処理、輝度補正処理等が含まれる。また、これらのうち複数の処理を組み
合わせて実行することも勿論可能である。
【００２８】
　解像度変換処理は、画像信号処理部１５３１が、画像データＤ１の解像度を、制御部１
７０により指定された解像度、例えば光変調装置１１２が備える液晶パネルの表示解像度
に合わせて変換する処理である。フレームレート変換処理は、画像信号処理部１５３１が
、画像データＤ１のフレームレートを、制御部１７０により指定されたフレームレートに
変換する処理である。
【００２９】
　形状補正処理は、画像信号処理部１５３１が、制御部１７０から入力される補正パラメ
ーターに従って、画像データＤ１を変換し、スクリーンＳＣに投射する画像の形状を補正
する処理である。
　ズーム処理は、リモコンや操作パネルの操作によりズームが指示された場合に、画像信
号処理部１５３１が、画像を拡大／縮小する処理である。
　色調補正処理は、画像データの色調を変換する処理であり、画像信号処理部１５３１は
、制御部１７０により指定された色調に合わせて画像データＤ１に含まれる各画素のデー
タを変更する。この処理で、プロジェクター１００は、映画鑑賞に適した色調、スクリー
ンＳＣが明るい環境に設置された場合に適した色調、黒板などの非白色のスクリーンＳＣ
に投射する場合に適した色調等を実現できる。色調補正処理に加え、コントラスト調整等
を行ってもよい。
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　輝度補正処理は、光源部１１１の発光状態やプロジェクター１００が設置された環境の
明るさ等に対応して、画像信号処理部１５３１が、画像データＤ１の輝度を補正する処理
である。
　画像信号処理部１５３１が実行する上記の処理の内容、パラメーター、及び処理の開始
、終了のタイミングは制御部１７０により制御される。
【００３０】
　画像信号処理部１５３１は、上述の画像処理を施した画像データ（以下、画像データＤ
２という）をフレームメモリー１５５から読み出し、内部バス１８０を介して制御部１７
０に転送する。また、画像信号処理部１５３１は、読み出した画像データＤ２に対応する
Ｒ，Ｇ及びＢの表示画像信号を生成して輝度伸長処理部１５３２に出力する。
【００３１】
　輝度伸長処理部１５３２は、画像信号処理部１５３１から入力される表示画像信号に対
し、表示画像信号の輝度の範囲を拡大させる処理（輝度伸長処理という）を行う。輝度伸
長処理部１５３２は、本発明の「伸長処理部」に相当する。
　輝度伸長処理部１５３２は、制御部１７０により指定された伸長率で表示画像信号の輝
度を伸長する。この処理によってスクリーンＳＣに表示される画像のコントラストが向上
する。伸長率とは、画像データＤ２の輝度の変換に用いるゲインを示す。
　輝度伸長処理部１５３２は、輝度伸長処理した表示画像信号を光変調装置駆動部１２２
に出力する。光変調装置駆動部１２２が、輝度伸長処理部１５３２により処理された表示
画像信号に基づき光変調装置１１２の液晶パネルを駆動することで、液晶パネルには、輝
度範囲が伸長された画像光が表示される。
【００３２】
　記憶部１６０は、フラッシュメモリー、ＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性のメモリーにより構
成される。記憶部１６０は、制御部１７０が処理するデータや制御部１７０が実行する制
御プログラムを不揮発的に記憶する。また、記憶部１６０は、画像処理部１５３が実行す
る各種処理の設定値や、制御部１７０が参照するテーブルを記憶する。本実施形態では、
制御部１７０が参照するテーブルとして、伸長率ＬＵＴ（Look-up Table）１６３及び光
量ＬＵＴ１６５を記憶する。これらのテーブルの詳細については後述する。
　また、記憶部１６０に外部から供給された画像データを記憶させておくこともできる。
記憶部１６０に記憶させた画像データの表示要求を操作パネル１３１又はリモコン５によ
り受け付けると、制御部１７０は、表示要求のあった画像データを記憶部１６０から読み
出し、画像処理部１５３に出力する。
【００３３】
　制御部１７０は、ＣＰＵ、ＲＯＭ及びＲＡＭ（いずれも図示略）等のハードウェアを備
える。ＲＯＭは、フラッシュＲＯＭ等の不揮発性の記憶装置であり、制御プログラムやデ
ータを格納する。ＲＡＭは、ＣＰＵのワークエリアを構成する。ＣＰＵは、ＲＯＭや記憶
部１６０から読み出した制御プログラムをＲＡＭに展開し、ＲＡＭに展開された制御プロ
グラムを実行してプロジェクター１００の各部を制御する。
【００３４】
　また、制御部１７０は、機能ブロックとして、投射制御部１７１、光源制御部１７２、
特徴量取得部１７３、輝度伸長率取得部１７４、光量取得部１７５、補正値取得部１７６
及び光量補正処理部１７７を備える。これらの機能ブロックは、ＲＯＭや記憶部１６０に
記憶された制御プログラムをＣＰＵが実行することで実現される。
【００３５】
　投射制御部１７１は、表示部１１０における画像の表示態様を調整し、スクリーンＳＣ
への画像の投射を実行する。
　具体的には、投射制御部１７１は、画像処理部１５３を制御して、画像入力Ｉ／Ｆ部１
５１により変換された画像データＤ１に対する画像処理を実行させる。この際、投射制御
部１７１は、画像処理部１５３が処理に必要なパラメーターを記憶部１６０から読み出し
て、画像処理部１５３に出力してもよい。
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【００３６】
　光源制御部１７２は、光源駆動部１２１を制御する制御信号を生成し、光源駆動部１２
１に出力する。この制御信号は、光源駆動部１２１が光源部１１１の駆動に使用するＰＷ
Ｍ信号の生成に使用される信号であり、例えば、ＰＷＭ信号のパルス周波数やパルス幅を
指定する情報が含まれる。
　投射制御部１７１及び光源制御部１７２以外の機能ブロックについては、図２及び図３
を参照しながら説明する。
【００３７】
　図２は、プロジェクター１００の機能を模式的に示す図である。また、図３は、制御部
１７０及び画像処理部１５３の動作を示すフローチャートである。
　プロジェクター１００は、画像供給装置２００が画像信号の供給を開始し、画像供給装
置２００から画像信号が入力されると、入力される画像信号を画像入力Ｉ／Ｆ部１５１で
画像データＤ１に変換して画像処理部１５３に出力する。
【００３８】
　画像処理部１５３は、入力される画像データＤ１を画像信号処理部１５３１で画像処理
する。画像信号処理部１５３１は、画像処理した画像データＤ２をフレームメモリー１５
５から読み出して制御部１７０に出力する。また、画像信号処理部１５３１は、読み出し
た画像データＤ２に対応するＲ，Ｇ，Ｂの表示画像信号を生成して輝度伸長処理部１５３
２に出力する。
　画像信号処理部１５３１は、画像データＤ２に代えて画像データＤ２を構成する各画素
の輝度を示す輝度データを制御部１７０に出力してもよい。輝度データのデータ量は、画
像データのデータ量に比べて小さいので、制御部１７０の処理負荷を軽減することができ
る。
【００３９】
　画像信号処理部１５３１から出力された画像データＤ２は、制御部１７０の特徴量取得
部１７３に入力される。特徴量取得部は、本発明の「入力部」に相当する。
　特徴量取得部１７３は、画像信号処理部１５３１から画像データＤ２の入力ない場合（
ステップＳ１／ＮＯ）、画像データＤ２が入力されるまで待機する。また、特徴量取得部
１７３は、画像データＤ２が入力されると（ステップＳ１／ＹＥＳ）、入力された画像デ
ータＤ２から画像特徴量を算出する（ステップＳ２）。画像特徴量は、本発明の「特徴量
」に相当する。
　特徴量取得部１７３が取得する画像特徴量は、例えば、画像内の最大輝度値、最小輝度
値、ＡＰＬ（Average Picture Level:平均画像レベル）、輝度ヒストグラム等の、画像の
明るさを表すパラメーターである。特徴量取得部１７３は、他の特徴量を画像特徴量とし
て取得してもよい。
　このフローでは、特徴量取得部１７３は、画像特徴量として、ＡＰＬ値と、白ピーク値
ＷＰとを算出する場合について説明する。画像データＤ２の１画素の輝度Ｙは、例えば以
下の式（１）又は式（２）で定義される。
【００４０】
　Ｙ＝０．２９９Ｒ＋０．５８７Ｇ＋０．１４４Ｂ・・・（１）
　Ｙ＝ｍａｘ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）・・・（２）
【００４１】
　図４は、特徴量取得部１７３の処理を説明するための説明図である。
　特徴量取得部１７３は、まず、画像データＤ２の１フレームＦＲを、例えば３２×３２
画素の小領域ＤＲに分割する。図４には、１フレームＦＲを４０個の小領域ＤＲ１～ＤＲ
４０に分割した例を示す。４０個の小領域ＤＲ１～ＤＲ４０のうち、任意のｉ番目の小領
域ＤＲｉ内の各画素の輝度をＹｉ１～Ｙｉ１０２４で表すものとすると、小領域ＤＲｉの
代表輝度Ｙｄｒｉは以下の式（３）で表される。
【００４２】
　Ｙｄｒｉ＝（Ｙｉ１＋Ｙｉ２＋・・・＋Ｙｉ１０２４）／１０２４・・・（３）
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【００４３】
　小領域ＤＲｉの代表輝度Ｙｄｒｉは、小領域ＤＲｉ内の各画素の輝度の平均値である。
特徴量取得部１７３は、式（３）により小領域ＤＲ１～ＤＲ４０の代表輝度Ｙｄｒ１～Ｙ
ｄｒ４０をそれぞれ求める。そして、特徴量取得部１７３は、代表輝度Ｙｄｒ１～Ｙｄｒ
４０の平均値をＡＰＬ値とし、代表輝度Ｙｄｒ１～Ｙｄｒ４０の最大値を白ピーク値ＷＰ
とする。ここでは、ＡＰＬ値と白ピーク値ＷＰは、１０ビットで表現されたデータである
とする。なお、小領域ＤＲの大きさや数は任意に設定可能である。
　特徴量取得部１７３は、求めた画像特徴量を輝度伸長率取得部１７４と、光量取得部１
７５とに出力する。
【００４４】
　輝度伸長率取得部１７４は、特徴量取得部１７３から入力される画像特徴量に基づいて
伸長率ＬＵＴ１６３を参照し、画像データＤ２を構成する画素ごとに伸長率を取得する（
ステップＳ３）。輝度伸長率取得部１７４が取得する伸長率を、以下ではＧ（ｘ，ｙ）と
表記する。輝度伸長率取得部１７４は、本発明の「伸長率算出部」に相当する。
　ここでは、輝度伸長率取得部１７４は、画像データＤ２を構成する画素ごとに伸長率Ｇ
（ｘ，ｙ）を取得する場合について説明するが、上述した小領域ＤＲ１～ＤＲ４０ごとに
伸長率を取得してもよい。伸長率Ｇ（ｘ，ｙ）のカッコ内の文字ｘ，ｙは、画像データＤ
２の１フレームにおける座標を表す。すなわち、Ｇ（ｘ，ｙ）は、座標（ｘ，ｙ）の画素
の伸長率を意味する。また、伸長率Ｇ（ｘ，ｙ）の範囲は、任意に設定可能であり、例え
ば、０～２５５の範囲に設定される。輝度伸長率取得部１７４は、取得した伸長率Ｇ（ｘ
，ｙ）を、画像処理部１５３の輝度伸長処理部１５３２に出力する。
【００４５】
　図５は、伸長率ＬＵＴ１６３の一例を示す説明図である。
　図５の伸長率ＬＵＴ１６３は、ＡＰＬ値と輝度ピーク値とに対応付けて伸長率が設定さ
れたテーブルである。図５の白丸で示した格子点の各箇所に、伸長率Ｇ（ｘ，ｙ）が格納
される。輝度伸長率取得部１７４は、画像特徴量として入力されるＡＰＬ値と白ピーク値
ＷＰとに対応する格子点を特定し、特定した格子点に設定された伸長率Ｇ（ｘ，ｙ）を取
得する。また、輝度伸長率取得部１７４は、画像特徴量として入力されたＡＰＬ値と白ピ
ーク値ＷＰとに対応する格子点が伸長率ＬＵＴ１６３に存在しない場合、入力されたＡＰ
Ｌ値及び白ピーク値ＷＰに近い格子点に設定された伸長率を取得してもよい。また、輝度
伸長率取得部１７４は、３点又は４点の格子点に設定された伸長率に基づいて補間演算を
行い、伸長率を求めてもよい。
　また、ＡＰＬ値が白ピーク値ＷＰを超えることはないので、伸長率ＬＵＴ１６３の右下
半分の格子点には伸長率Ｇ（ｘ，ｙ）が格納されていない。これによりメモリー量を削減
することができる。
【００４６】
　輝度伸長処理部１５３２は、制御部１７０（輝度伸長率取得部１７４）により指定され
た伸長率Ｇ（ｘ，ｙ）で、画像信号処理部１５３１から入力される表示画像信号の輝度の
範囲を拡大させる輝度伸長処理を行う（ステップＳ４）。輝度伸長処理部１５３２は、輝
度伸長処理した表示画像信号を光変調装置駆動部１２２に出力する。光変調装置駆動部１
２２が、輝度伸長処理部１５３２により処理された表示画像信号に基づき光変調装置１１
２の液晶パネルを駆動することで、光変調装置１１２の備える液晶パネルには、輝度範囲
が伸長された画像光が表示される。
【００４７】
　光量取得部１７５は、特徴量取得部１７３から入力される画像特徴量をもとに光量ＬＵ
Ｔ１６５を参照し、光源部１１１に設定する光量（以下、設定光量という）を、画像デー
タＤ２の１フレームごとに取得する（ステップＳ５）。光量ＬＵＴ１６５は、伸長率ＬＵ
Ｔ１６３と同様に、ＡＰＬ値と輝度ピーク値とに対応する格子点の各箇所に、設定光量（
以下、Ｋ（ｔ）と表記する）を格納したテーブルである。
　光量取得部１７５は、例えば、特徴量取得部１７３から画像特徴量として入力されるＡ



(11) JP 6623779 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

ＰＬ値及び白ピーク値ＷＰの平均値を、画像データＤ２の１フレームごとに算出する。光
量取得部１７５は、算出したＡＰＬ値の平均値と、白ピーク値ＷＰの平均値とに対応する
光量ＬＵＴ１６５の格子点を特定し、特定した格子点に設定された設定光量Ｋ（ｔ）を取
得する。変数「ｔ」は、光量取得部１７５が取得した設定光量を区別するための変数であ
る。例えば、光量取得部１７５が取得した設定光量をＫ（ｔ）とし、設定光量Ｋ（ｔ）よ
りも１つ前に取得した設定光量をＫ（ｔ－１）と表記する。
　光量取得部１７５は、取得した設定光量Ｋ（ｔ）を補正値取得部１７６及び光量補正処
理部１７７に出力する。
【００４８】
　補正値取得部１７６は、光量取得部１７５から入力される設定光量Ｋ（ｔ）に基づいて
、設定光量Ｋ（ｔ）を補正する補正値を取得する（ステップＳ６）。
　光源部１１１の光源は、温度によって出力特性が変化し、出力される光の光量が変化す
る場合がある。例えば、プロジェクター１００の起動直後は光源の温度が低いため、光源
から射出される光量が所望した光量とはならない場合があった。また、光源によっては所
定以上の光量が出力され、光源が故障する原因となる場合あった。このため、画像データ
Ｄ２の画像特徴量により算出した設定光量Ｋ（ｔ）に基づいて光源駆動部１２１が光源部
１１１を駆動しても、光源部１１１の光源から出力される光量が安定しない場合があった
。
　そこで、本実施形態では、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）に基づいて、
補正値取得部１７６が設定光量Ｋ（ｔ）を補正する補正値を算出し、光量補正処理部１７
７が算出された補正値を用いて設定光量Ｋ（ｔ）を補正する。
【００４９】
　図６は、光源部１１１の備える光源の温度変化による出力光量の変化、すなわち、光源
の温度特性を示す図である。図６の横軸は、プロジェクター１００を起動させ、光源部１
１１を点灯させてからの経過時間を示す。図６の縦軸は、光源の出力光量（％）と、光源
部１１１の温度（℃）とを示す。また、図６には、光源の出力光量の変化を実線で示し、
光源の温度の変化を破線で示す。出力光量とは、光源から実際に出力される光量を示す。
　プロジェクター１００を起動させ、光源部１１１の明るさ（輝度）設定を最大に設定し
て光源を点灯させ、光源の温度が平衡状態となったときの光源の光量を１００％とする。
平衡状態とは、光源の発する熱量によって、光源の温度上昇と温度低下とが釣り合い、予
め設定された時間を経過しても、光源の温度変化が所定範囲内にある状態をいう。また、
プロジェクター１００を起動させて光源部１１１を点灯させてから光源の温度が平衡状態
となるまでの時間をＴ１とする。さらに、プロジェクター１００を起動させ、光源部１１
１を点灯させた直後等の光源の温度が十分に低いときの光源の輝度が１２５％であるとす
る。
　また、光源部１１１の明るさ設定を最大に設定して光源の温度が平衡状態にある状態か
ら光源部１１１を消灯し、光源の温度が十分に低下した状態になるまでの経過時間をＴ２
とする。光源部１１１の温度が十分に低下した状態とは、予め設定された時間における光
源部１１１の温度低下が所定範囲内にある状態をいう。
【００５０】
　図６に示す温度特性を有する光源は、平衡状態（光量１００％）の温度よりも温度が低
下すると光量が増加する。固体光源においては、固体光源の温度が低いほど発光効率が改
善し、出力光量が増加する。プロジェクター１００を起動させ、光源部１１１を点灯させ
た直後は、光源の温度が低いため、光源の出力光量が平衡状態のときよりも増加する。こ
のため、補正値取得部１７６は、光源部１１１の温度が、平衡状態での光源部１１１の温
度よりも低いと判定される場合には、光量取得部１７５が設定した設定光量Ｋ（ｔ）を、
より低い設定光量Ｋ（ｔ）に補正する補正値を算出する。補正値取得部１７６が算出する
補正値をＣ（ｔ）と表記する。
【００５１】
　本実施形態では、補正値の最大値を「１．０」とし、最小値を「０．８」とする。光源
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部１１１を点灯させた直後の光源の温度が十分に低い状態での光源の出力光量が１２５％
であるため、１２５％の光量を１００％に補正する補正値「０．８」（＝１００／１２５
）を補正値Ｃ（ｔ）の最小値として用いる。また、補正値取得部１７６が補正値Ｃ（ｔ）
として「１．０」を選択することで、光量取得部１７５が取得した設定光量に基づいて光
源部１１１の光量が設定される。
【００５２】
　補正値取得部１７６は、第１の係数（以下、ｒ１と表記する）と第２の係数（以下、ｒ
２と表記する）とを使用して補正値Ｃ（ｔ）を求める。第１の係数ｒ１は、光源の温度の
低下特性に対応する係数であり、補正値Ｃ（ｔ）を小さい値に変更する係数である。また
、第２の係数ｒ２は、光源の温度の上昇特性に対応する係数であり、補正値Ｃ（ｔ）を大
きい値に変更する係数である。
　補正値取得部１７６は、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）に基づいて第１
の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２のいずれか一方を選択し、選択した第１の係数ｒ１又は第
２の係数ｒ２を用いて補正値Ｃ（ｔ）を求める。より具体的には、補正値取得部１７６は
、既に求めた前回の補正値Ｃ（ｔ－１）を、第１の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２を用いて
変更して、今回の補正値Ｃ（ｔ）を算出する。補正値Ｃ（ｔ－１）は、本発明の「既に求
めた補正値」に相当する。
　本実施形態では、第１の係数ｒ１として、ｒ１＝－（１－０．８）／Ｔ２を用いる。第
１の係数ｒ１は、光源部１１１の温度が十分に低下する時間Ｔ２の間に、補正値Ｃ（ｔ）
を最大値「１．０」から最小値「０．８」に変更させる係数である。また、本実施形態で
は、第２の係数ｒ２として、ｒ２＝（１－０．８）／Ｔ１を用いる。第２の係数ｒ２は、
光源の温度が、十分に下がった状態から平衡状態になるまでの時間Ｔ１の間に、補正値Ｃ
（ｔ）を最小値「０．８」から最大値「１．０」に変更させる係数である。
　本実施形態では、第１の係数ｒ１として「－（１－０．８）／Ｔ２」を用い、第２の係
数として「（１－０．８）／Ｔ１」を用いた場合を例に説明するが、これらの値は光源の
温度の単位時間当たりの変化率を示す値の一例であって、他の値を用いることも可能であ
る。また、補正値Ｃ（ｔ）の変更に用いる係数は、２つに限定されるものではなく、１つ
であってもよいし、３つ以上であってもよい。
【００５３】
　補正値取得部１７６は、プロジェクター１００を起動させた後の最初に設定する補正値
として、補正値Ｃ（０）＝０．８を使用する。
　また、補正値取得部１７６は、２回目以降の補正値Ｃ（ｔ）の算出の際には、光量取得
部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）を、第１しきい値Ｔｈ１及び第２しきい値Ｔｈ２と
比較して、補正値Ｃ（ｔ）の変更に用いる係数を判定する。第１しきい値Ｔｈ１は、第２
しきい値よりも値の小さいしきい値である。補正値取得部１７６は、比較結果に基づいて
第１の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２を選択し、選択した係数により前回の補正値Ｃ（ｔ－
１）を補正する。
　補正値取得部１７６は、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）が、第１しきい
値Ｔｈ１以下の場合、前回の補正値Ｃ（ｔ－１）に、第１の係数ｒ１を加算して、今回の
補正値Ｃ（ｔ）を算出する。設定光量Ｋ（ｔ）が、第１しきい値Ｔｈ１以下の場合の算出
式を以下の式（４）に示す。
　Ｃ（ｔ）＝Ｃ（ｔ－１）＋ｒ１＝Ｃ（ｔ－１）－（１－０．８）／Ｔ２・・・（４）
【００５４】
　設定光量Ｋ（ｔ）が第１しきい値Ｔｈ１以下である場合、光源の出力光量が小さいため
、光源部１１１の温度が低下する。光源部１１１の温度が低下した場合、図６の光源の温
度特性に示すように、光源の出力光量が増加することとなる。このため、補正値取得部１
７６は、前回の補正値Ｃ（ｔ－１）に第１の係数ｒ１を加算して、補正値Ｃ（ｔ）を補正
値Ｃ（ｔ－１）よりも値の小さい値に変更する。
【００５５】
　また、補正値取得部１７６は、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）が、第１
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しきい値Ｔｈ１よりも大きく、第２しきい値Ｔｈ２よりも小さい場合、前回の補正値Ｃ（
ｔ－１）を補正することなく、そのまま今回の補正値Ｃ（ｔ）とする。設定光量Ｋ（ｔ）
が、第１しきい値Ｔｈ１よりも大きく、第２しきい値Ｔｈ２よりも小さい場合の算出式を
以下の式（５）に示す。
　Ｃ（ｔ）＝Ｃ（ｔ－１）・・・（５）
【００５６】
　また、補正値取得部１７６は、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）が、第２
しきい値Ｔｈ２以上である場合、前回の補正値Ｃ（ｔ－１）に、第２の係数ｒ２を加算し
て、今回の補正値Ｃ（ｔ）を算出する。設定光量Ｋ（ｔ）が、第２しきい値Ｔｈ２以上の
場合の算出式を以下の式（６）に示す。
　Ｃ（ｔ）＝Ｃ（ｔ－１）＋ｒ２＝Ｃ（ｔ－１）＋（１－０．８）／Ｔ１・・・（６）
【００５７】
　設定光量Ｋ（ｔ）が第２しきい値Ｔｈ２以上である場合、光源の出力光量が大きいため
、光源部１１１の温度が上昇する。光源部１１１の温度が上昇した場合、光源の出力光量
が低下することとなる。このため、補正値取得部１７６は、前回の補正値Ｃ（ｔ－１）に
第２の係数ｒ２を加算して、補正値Ｃ（ｔ）を補正値Ｃ（ｔ－１）よりも値の大きい値に
変更する。
【００５８】
　また、補正値取得部１７６は、算出した補正値Ｃ（ｔ）が、０．８以下である場合には
、補正値Ｃ（ｔ）を０．８に設定する。さらに、補正値取得部１７６は、算出した補正値
Ｃ（ｔ）が、１．０以上である場合には、補正値Ｃ（ｔ）を１．０に設定する。
【００５９】
　補正値取得部１７６は、算出した補正値Ｃ（ｔ）を光量補正処理部１７７に出力する。
　光量補正処理部１７７には、光量取得部１７５から設定光量Ｋ（ｔ）が入力され、補正
値取得部１７６から補正値Ｃ（ｔ）が入力される。光量補正処理部１７７は、本発明の「
補正部」に相当する。
　光量補正処理部１７７は、入力された設定光量Ｋ（ｔ）と、補正値Ｃ（ｔ）とを積算し
て、設定光量Ｋ（ｔ）を補正する（ステップＳ７）。補正後の設定光量をＫ’（ｔ）と表
記する。
　Ｋ’（ｔ）＝Ｋ（ｔ）×Ｃ（ｔ）・・・（７）
【００６０】
　光量補正処理部１７７は、補正した設定光量Ｋ’（ｔ）を、光源制御部１７２に出力す
る。光源制御部１７２は、光量補正処理部１７７から入力される設定光量Ｋ’（ｔ）に基
づいて、光源駆動部１２１を制御する制御信号を生成し、生成した制御信号を光源駆動部
１２１に出力する。光源駆動部１２１は、入力される制御信号に従って光源を点灯させる
パルスを有するＰＷＭ信号を生成し、光源部１１１の光源を駆動して光源調光を実行する
（ステップＳ８）。
【００６１】
　以上説明したように本発明のプロジェクター及び光源制御方法を適用した第１実施形態
は、画像特徴量に基づいて算出した設定光量Ｋ（ｔ）により光源の温度変化を予測し、予
測した光源の温度変化に対応する補正値Ｃ（ｔ）を補正値取得部１７６が取得する。そし
て、光量補正処理部１７７が取得した補正値Ｃ（ｔ）を用いて設定光量Ｋ（ｔ）を補正す
る。従って、光源の温度特性等の影響に対応して、プロジェクター１００が出力する光量
を適切に制御することができる。
【００６２】
　また、補正値取得部１７６が取得する補正値Ｃ（ｔ）は、光源の温度変化に対する光源
の出力光量の変化を示す温度特性に対応した補正値であるため、光源の温度特性等の影響
を低減し、プロジェクターが出力する光量を適切に制御することができる。
【００６３】
　また、補正値取得部１７６は、補正値を求める係数として、補正値Ｃ（ｔ）を小さい値
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に変更する第１の係数ｒ１「－（１－０．８）／Ｔ２」と、補正値Ｃ（ｔ）を大きい値に
変更する第２の係数ｒ２「（１－０．８）／Ｔ１」とを用いる。補正値取得部１７６は、
設定光量Ｋ（ｔ）に基づいて第１の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２のいずれか一方を選択し
、選択した第１の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２を用いて取得済みの前回の補正値Ｃ（ｔ－
１）を変更して、補正値Ｃ（ｔ）を求める。
　従って、補正値Ｃ（ｔ）を変更する係数を、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（
ｔ）に基づいて選択することができる。このため、設定光量Ｋ（ｔ）に応じた最適な補正
値Ｃ（ｔ）に補正することができる。また、取得済みの前回の補正値Ｃ（ｔ－１）を、第
１の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２により変更して、今回の補正値Ｃ（ｔ）を取得するため
、補正値Ｃ（ｔ）を緩やかに変化させることができる。従って、補正値Ｃ（ｔ）の急激な
変化を抑制して、表示される画像の明るさが急激に変化するのを防止することができる。
【００６４】
　補正値取得部１７６は、設定光量Ｋ（ｔ）が第１しきい値Ｔｈ１よりも大きく、第２し
きい値Ｔｈ２よりも小さい場合に、取得済みの前回の補正値Ｃ（ｔ－１）を、設定光量Ｋ
（ｔ）を補正する補正値Ｃ（ｔ）として選択する。また、補正値取得部１７６は、設定光
量Ｋ（ｔ）が第１しきい値Ｔｈ１以下である場合に、取得済みの前回の補正値Ｃ（ｔ－１
）に第１の係数を適用して補正値Ｃ（ｔ）を求める。さらに、補正値取得部１７６は、設
定光量Ｋ（ｔ）が第２しきい値Ｔｈ２以上である場合に、取得済みの前回の補正値Ｃ（ｔ
－１）に第２の係数を適用して補正値Ｃ（ｔ）を求める。
　従って、補正値として最適な値を選択して、画像の明るさの急激な変化を抑制すること
ができる。
【００６５】
　また、補正値取得部１７６が補正値Ｃ（ｔ）の補正に使用する第１の係数ｒ１は、光源
の温度の低下特性に対応する係数であり、第２の係数ｒ２は、光源の温度の上昇特性に対
応する係数である。このため、光量取得部１７５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）を、光源の
温度の上昇特性又は低下特性に対応した係数により補正することができる。
【００６６】
［第２実施形態］
　第２実施形態のプロジェクター１００について説明する。第２実施形態のプロジェクタ
ー１００は、第１実施形態と同一の構成を有しているため、第２実施形態の構成について
の説明は省略する。
　第２実施形態の補正値取得部１７６は、所定の条件が成立した場合に、補正値Ｃ（ｔ）
の計算を行わず、事前に設定された値を補正値Ｃ（ｔ）として使用する。例えば、光源部
１１１を消灯すると、光源の温度が急減に低下し、補正値取得部１７６により変更される
補正値Ｃ（ｔ）が、光源の温度変化に追従することができない場合がある。このような場
合に、光源に負荷がかかる光量が設定されると、光源の故障原因となる。
　このため、第２実施形態の補正値取得部１７６は、所定の条件として、光量取得部１７
５が取得した設定光量Ｋ（ｔ）が「０」である場合、補正値Ｃ（ｔ）として事前に設定さ
れた値である「０．８」（最小値）を選択し、光量補正処理部１７７に出力する。補正値
取得部１７６がこのように動作することで、光源の温度が急激に変化しても補正値Ｃ（ｔ
）を光源の温度変化に対応させることができる。このため、光源の故障等を防止すること
ができる。
【００６７】
［第３実施形態］
　第３実施形態のプロジェクター１００について説明する。第３実施形態のプロジェクタ
ー１００は、第１実施形態と同一の構成を有しているため、第３実施形態の構成について
の説明は省略する。
　プロジェクター１００が表示する画像には、画像と画像との間に黒画像が挿入され、黒
画像の挿入後の画像が徐々に明るくなる画像が含まれる。画像間に挿入される黒画像は、
非常に短い期間に挿入されるため、光源の温度特性等への影響は少ない。このため、黒画
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像だけの輝度に基づいて光源の出力光量を補正する必要はない。
　そこで、第３実施形態の補正値取得部１７６は、光量取得部１７５から入力される設定
光量Ｋ（ｔ）をそのまま用いて補正値Ｃ（ｔ）を求めるのではなく、光量取得部１７５か
ら入力される設定光量Ｋ（ｔ）の平均値を算出する。算出される設定光量Ｋ（ｔ）の平均
値をＫａｖｇ（ｔ）と表記する。
　補正値取得部１７６は、算出した平均値Ｋａｖｇ（ｔ）を第１しきい値及び第２しきい
値と比較し、前回の補正値Ｃ（ｔ－１）を変更する係数（第１の係数ｒ１又は第２の係数
ｒ２）を選択する。以降の動作は、上述した第１実施形態と同一であるため、説明を省略
する。
【００６８】
　このように第３実施形態では、設定光量Ｋ（ｔ）の平均値Ｋａｖｇ（ｔ）を算出し、算
出した設定光量Ｋ（ｔ）の平均値Ｋａｖｇ（ｔ）を第１の係数ｒ１又は第２の係数ｒ２に
より補正して、設定光量Ｋ（ｔ）とする。このため、画像と画像との間に黒画像が挿入さ
れる場合等、瞬間的な画像の変化による補正値の変化を軽減し、光源の光量の変化を軽減
することができる。
【００６９】
　上述した第１～第３の実施形態は、本発明の好適な実施の形態である。但し、これらの
実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々の変
形実施が可能である。
　例えば、上述した第１～第３実施形態では、補正値取得部１７６が設定光量Ｋ（ｔ）を
補正する補正値Ｃ（ｔ）を算出する場合について説明した。補正値Ｃ（ｔ）を算出する他
の方法として、設定光量Ｋ（ｔ）に対応した補正値Ｃ（ｔ）を登録したＬＵＴを記憶部１
６０に記憶させ、補正値取得部１７６が設定光量Ｋ（ｔ）に対応する補正値Ｃ（ｔ）をＬ
ＵＴから取得する構成であってもよい。補正値取得部１７６が補正値Ｃ（ｔ）を算出する
手間を省き、処理負荷を軽減させることができる。
【００７０】
　また、上述した第１～第３実施形態では、光源部１１１の温度が低下した場合に、出力
光量が増加する温度特性を示す光源を例に説明した。本発明を適用可能な光源は、この温
度特性に限定されるものではなく、例えば、光源部１１１の温度が上昇した場合に、出力
光量が低下する温度特性を示す光源にも適用可能である。
　また、上述した第１～第３実施形態では、光源が固体光源である場合を例に説明したが
、光源は固体光源に限定されるものではなく、キセノンランプや超高圧水銀ランプであっ
てもよい。
【００７１】
　また、上述した第１～第３実施形態では、補正値取得部１７６は、設定光量Ｋ（ｔ）を
、第１しきい値Ｔｈ１及び第２しきい値Ｔｈ２と比較して、補正値Ｃ（ｔ）の変更に用い
る係数を判定した。これ以外に、補正値取得部１７６は、設定光量Ｋ（ｔ）を、１つのし
きい値と比較して、補正値Ｃ（ｔ）の変更に用いる係数を判定してもよい。例えば、補正
値取得部１７６は、設定光量Ｋ（ｔ）がしきい値以下である場合に、第２の係数ｒ２によ
り補正し、設定光量Ｋ（ｔ）がしきい値よりも大きい場合には、第１の係数ｒ１により補
正する構成であってもよい。
【００７２】
　また、伸長率や光量の取得に使用されるＬＵＴは、図５に示すＬＵＴに限定されない。
すなわち、図５にはＡＰＬとピーク値に対応するプロットを有する２Ｄ－ＬＵＴを例示し
たが、ＡＰＬ、ピーク値、輝度ヒストグラム、或いは他の特徴量に対応して、伸長率又は
光量が設定されたＬＵＴを用いることができる。
　さらに、プロジェクター１００は、画像データＤ２の全てのフレームについて、特徴量
取得部１７３により特徴量を算出し、伸長率や光量を求める構成に限定されない。例えば
、複数のフレームに対して特徴量取得部１７３が求める画像特徴量の平均値を求めて、こ
の平均値に基づき、伸長率や光量を求めてもよく、その他の具体的な処理方法も任意に変
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【００７３】
　また、上記実施形態では、光源が発した光を変調する光変調装置１１２として、ＲＧＢ
の各色に対応した３枚の透過型の液晶パネルを用いた構成を例に挙げて説明したが、本発
明はこれに限定されるものではない。例えば、３枚の反射型液晶パネルを用いた構成とし
てもよいし、１枚の液晶パネルとカラーホイールを組み合わせた方式を用いてもよい。或
いは、３枚のデジタルミラーデバイス（ＤＭＤ）を用いた方式、１枚のデジタルミラーデ
バイスとカラーホイールを組み合わせたＤＭＤ方式等により構成してもよい。光変調装置
として１枚のみの液晶パネルまたはＤＭＤを用いる場合には、クロスダイクロイックプリ
ズム等の合成光学系に相当する部材は不要である。また、液晶パネルおよびＤＭＤ以外に
も、光源が発した光を変調可能な光変調装置であれば問題なく採用できる。
【００７４】
　また、上記実施形態では、プロジェクター１００として、スクリーンＳＣの前方から投
射するフロントプロジェクション型のプロジェクター１００を示したが、本発明はこれに
限定されない。例えば、スクリーンＳＣの背面側から投射するリアプロジェクション（背
面投射）型のプロジェクターを表示装置として採用できる。
　また、図１及び図２に示した各機能部は機能的構成を示すものであって、具体的な実装
形態は特に制限されない。つまり、必ずしも各機能部に個別に対応するハードウェアが実
装される必要はなく、一つのプロセッサーがプログラムを実行することで複数の機能部の
機能を実現する構成とすることも勿論可能である。また、上記実施形態においてソフトウ
ェアで実現される機能の一部をハードウェアで実現してもよく、あるいは、ハードウェア
で実現される機能の一部をソフトウェアで実現してもよい。その他、プロジェクター１０
０の他の各部の具体的な細部構成についても、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で任意に変
更可能である。
【符号の説明】
【００７５】
　５…リモコン、１００…プロジェクター、１１０…表示部、１１１…光源部（光源）、
１１２…光変調装置、１１３…投射光学系、１２１…光源駆動部、１２２…光変調装置駆
動部、１３１…操作パネル、１３２…リモコン受光部、１３３…入力処理部、１３５…無
線通信部、１５１…画像入力Ｉ／Ｆ部、１５３…画像処理部、１５５…フレームメモリー
、１６０…記憶部、１６３…伸長率ＬＵＴ、１６５…光量ＬＵＴ、１７０…制御部、１７
１…投射制御部、１７２…光源制御部、１７３…特徴量取得部（入力部）、１７４…輝度
伸長率取得部（伸長率算出部）、１７５…光量取得部、１７６…補正値取得部、１７７…
光量補正処理部（補正部）、１８０…内部バス、１２１１…ＰＷＭ設定部、１２１２…Ｐ
ＷＭ信号生成部、１５３１…画像信号処理部、１５３２…輝度伸長処理部、ＳＣ…スクリ
ーン。
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